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令和３年度信州の食を育む県民会議 

 

                        日 時 令和４年２月８日（火） 

                            午後１時30分～午後４時00分 

                        場 所 オンライン会議 

                            （長野県庁西庁舎108号会議室） 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

○宮澤副会長 

 長野県の健康長寿、その最も基本であります食を育む様々な御活動に対して、大変に御尽力を

いただいている機関・団体各位の皆様に感謝を申し上げます。 

 平成26年に長野県で開催されました第９回食育推進全国大会におきまして、長野県は、阿部知

事、加藤長野市長と私の３人で長野県ＡＣＥ（エース）プロジェクトのキックオフをしました。

それから、長野県は、健康長寿の取組の基本に、「食べる」ということを据えまして進めてまいり

ました。小泉内閣のときにスタートした食育でありますが、残念なことに、食育という意識がこ

の頃マスコミ等々の活字の中に表れない状況になってきております。私としては、ＳＤＧｓ、持

続可能な社会づくりをする上で、食育は最も大切なことと考えており、食育の重要性を皆さんに

訴えております。 

 国では、今年から第４次食育推進基本計画をスタートしました。長野県は来年度、第４次計画

を作るということです。各方面を代表される皆様から意見をいただき、長野県の食育運動の核を

固めていただきたいと思うところです。 

各団体におかれましては、日頃大変な御尽力をされています。本来でしたら表彰等々の時間を

設けて感謝申し上げるべきところではありますが、コロナ禍で、大勢の方々の前で表彰し、お披

露目する動きも止まっていることに主催者である県や私どもとしましては大変残念に思っており

ます。一日も早くコロナ禍を脱して、普段の食育を進められる、そんな毎日が来ることを願って

やみません。本日は、よろしくお願いいたします。 

 

○田中課長（健康福祉部健康増進課） 

 本日は、大変お忙しい中、委員の皆様には信州の食を育む県民会議に御出席いただき、厚く  

お礼申し上げます。また、宮澤副会長様はじめ、委員の皆様方には、日頃から県民の食育推進に

それぞれのお立場で御尽力いただいていますこと、心より感謝申し上げます。 

食育は毎日の生活の中で非常に重要な役割を持つ反面、課題もありますので、現在、新型コロ

ナウイルス感染症が拡大している状況ではございますが、皆様から御意見を伺いたく、会議を開

催させていただきました。御出席いただきました委員の皆様方に重ねてお礼を申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大によりまして、社会の変化とともに食を取り巻く環境が大き

く変化しております。農林水産省が令和２年12月に行った食育に関する意識調査の結果を見ます

と、現在の食生活において、感染拡大前に比べて変わりましたかという質問に、自宅で食事を食
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べる回数が増えたと回答した人の割合が最も多く35.5％、次いで、自宅で料理を作る回数26.5％、

家族と食事を食べる回数20.0％となっております。いわゆるおうち御飯を家族で食べる人が増え

たことはよい影響であり、アフターコロナに向けて継続できるよう支援していく必要があります。 

 一方で、飲食を共にすることが感染のリスクになることから、食を通じた学びですとか、共食

によるコミュニケーションが実施しにくい状況にございます。地域で活動されている皆様方にお

かれましては、大変な御苦労をされていることと思います。食育は、どのライフステージでも重

要ですが、特に子供たちにとって食育での学びや経験は、成長して大人になる過程で健全な食生

活の実践につながると考えております。今後も皆様方と連携を図りながら、長野県の食育を推進

してまいりたく、御協力をお願いいたします。 

 現在、長野県食育推進計画第３次を５年間計画で推進しているところでございますが、来年度

は計画期間の最終年度となり、次期計画の策定を行います。そこで、今回の会議では、委員の皆

様方からそれぞれのお立場での現在の食育の課題ですとか、取組の方向性につきまして、御意見

をいただきたいと思っております。いただいた御意見は、次期計画の作成に当たり参考とさせて

いただくとともに、今後の食育の推進に生かしてまいりたいと考えております。 

 今後も、長野県の食育の推進に御尽力いただきますことをお願い申し上げ、挨拶といたします。 

 

３ 会議事項 

 

（１）「長野県における食育関連事業と長野県食育推進計画（第３次）の進捗状況について」 

     

    事務局 説明 

 

○宮澤副会長 

 ありがとうございました。 

 幾つかのポイントがあると思います。食育のボランティア数が２万人を超えています。これは

特筆すべきことだと思っております。残念なことは、１人当たりの成人の野菜の摂取量が300グラ

ムを切ったということで、ちょっと驚いているところです。もう一つ、家族で食事をするという

ところが、朝食もそうですが、夕食についても73％あったのが65％に落ちている。この辺が特筆

すべきことかと思っているところです。 

 

（２）「第４次食育推進基本計画について」 

 

○宮澤副会長 

 次に、会議事項の（２）に移りたいと思います。 

 国の新しい計画が今年度スタートしました。その内容について、関東農政局の井上さんから  

御説明いただきます。 

 

○井上英司氏（関東農政局 代理出席） 

 資料４「私たちが育む食と未来、第４次食育推進基本計画」を中心にお話させていただきます。 

 食育は知育、体育、徳育の基礎であり、重要なものとなっております。資料16ページを御覧く
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ださい。第４次食育推進基本計画に合わせ、食育ピクトグラムを作成しました。また、食育ビン

ゴ（食育ピクトグラム編）にチャレンジしようという簡単なゲームを作成しました。関東農政局

ホームページの「おうちｄｅ食育」で紹介しておりますので、楽しみながら食育ピクトグラムに

触れ合っていただければと思います。 

 資料３ページ、共食についてです。別添の資料で、七つのコという資料があります。身近にあ

る「こ食」を集めてみました。「こ食」は心と体の赤信号です。一人で御飯を食べる孤食、子供た

ちだけで食べている子食、家族で食べているものが違う個食、食べる量が少ない、朝や昼を食べ

ない小食、同じものばかりを食べる固食、パン、麺類など粉物ばかりを食べている粉食、それか

ら、味つけの濃いものばかりを食べている濃食、いろいろな「こ食」があります。令和の食育で

は、共食が大事とされています。 

 続いて、資料11、12ページを御覧ください。食べ物を無駄にしない食品ロスと環境に優しい有

機農業についてです。農林水産省では、環境に優しい持続可能な農林水産業、消費、食育などを

進めるみどりの食料システム戦略を展開しています。 

資料17、18ページを御覧ください。第４次食育推進基本計画では、３つの重点事項に沿って  

５年間推進していきます。重点事項は、「生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進」、「持続可

能な食を支える食育の推進」、「新たな日常やデジタル化に対応した食育の推進」の３つになりま

す。ＳＤＧｓの考えを踏まえ、単発的ではなく、長続きする食育をどのように進めていくかを皆

様とできることから始めていきたいと思います。 

 おうちｄｅ食育の資料を御覧ください。「今できることからはじめよう！おうちｄｅ食育」をテ

ーマに、おうちの中でも農林漁業体験、工場見学が楽しめる関東食育ＤＯＵＧＡを開設中です。

今後も食育の推進につながるよう、Ｗｅｂによる情報を発信していきたいと思っております。 

 

○宮澤副会長 

 ありがとうございました。 

先ほどの田中課長、そして、今、井上さんから御説明がございました。御意見がありましたら、

お願いいたします。 

 では、私からお伺いをさせていただきます。今、米が大変厳しい状況になってきています。和

食の推進がされていますが、食育の中で日本型食生活として、何を食べるのか、何を消費してい

くのか、そういう部分のアプローチが必要だと私は思うのですが、いかがでしょうか。 

 

○井上英司氏（関東農政局 代理出席） 

 農林水産省内では、和食の担当もございまして、情報共有しております。資料の冊子の中にも、

15ページに日本の郷土料理、日本の伝統的な食文化、和食の特徴を紹介しています。和食につい

ても、農林水産省では進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 

○宮澤副会長 

 ぜひともお願いします。この資料を見ますと、小・中学生向けの内容が多いですが、高齢者の

食育についてはいかがでしょうか。世代ごとに合った食がありますし、サプリメントがこれだけ

多く出ているということは、食育に対して課題を投げかけられていると思うのです。要するに食

事から栄養を取るという観点を考えていかなければならないと思いますし、食からの栄養供給が、
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お総菜から取るような形が多くなってきています。ここに対しての指導もしっかりしていかない

と、減塩等々の問題は解決されないと思います。いかがでしょうか。 

 

○井上英司氏（関東農政局 代理出席） 

 ありがとうございます。 

 資料の７ページにあるのですが、第４次計画では、適正体重や減塩対策につきましても触れて

ございます。資料では、いろいろなことを満遍なく載せているため、細かいことは載せていない

場合があります。計画には書き込んでいますので、進めてまいりたいと思います。 

 

○宮澤副会長 

 ありがとうございます。 

 新型コロナの感染が拡大した今、以前のニーズから変化しています。県計画作成の際は、時代

の変化に対してデリケートでなければならないと思っております。 

 大変残念ですが、井上さんはご都合によりこれで退席されます。ありがとうございました。 

 

 

（３）「長野県食育推進計画（第４次）の策定について」 

 

    事務局 説明 

 

（４）意見交換 

   テーマ「現在の食の課題と必要な取組について 

        ～長野県食育推進計画（第４次）策定に向けて～」 

 

○赤塩課長補佐（健康福祉部健康増進課） 

 本日の意見交換のテーマは「現在の食の課題と必要な取組について～長野県食育推進計画（第

４次）策定に向けて～」といたしました。 

来年度の計画策定に当たり、皆様から現状や課題、今後の取組についてご意見をお願いいたし

ます。いただきましたご意見は、計画を作成するに当たって参考とし、また、今後の食育の推進

に生かして参りたいと考えます。 

いただいたご意見は資料６としています。第３次計画の４つの分野のうち、主に関係する分野

に各団体を分けてまとめています。よろしくお願いいたします。 

 

○宮澤副会長 

 それでは、第３次計画の４つの分野に従って、順に指名させていただきます。また、今日ご欠

席の委員の皆様も、しっかりとした資料を提出いただきましたことを、座長からもお礼を申し上

げるところであります。ありがとうございました。 

 それでは、若い世代の食育の分野からです。 

 小・中学校での食育を進めている立場から、栄養教諭・学校栄養職員部会から、和田委員さん、

御説明をいただけますでしょうか。 
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○和田委員（長野県学校保健会栄養教諭・学校栄養職員部会） 

 私たちは、307名の会員で構成され、学校給食において食育の推進を行っております。 

 食育の取組としましては、小・中学校、食に関する指導の全体計画による食育の取組を進めて

おります。教科等の時間における食に関する指導、体育科、家庭科、特別活動など、食育の視点

を位置づけて教員とチームティーチングで実施しております。給食の時間における食に関する指

導、教科と関連づけながら郷土食、行事食、地場産物を毎日の献立に意図的に取り入れ、教科の

学びと食の学びをつなげております。 

個別的な相談指導、食物アレルギー、偏食、肥満、痩身、スポーツ栄養等の健康課題へ取り組

んでおります。保護者、地域との連携、学校保健委員会において、市町村の食育推進計画及び信

州ＡＣＥ（エース）プロジェクトの目標実現に向けた取組、地域の食育ボランティアと連携した

郷土食、行事食の伝承活動を行っております。また、学校給食の充実、食育の効果を推進するた

めに地域農産物を特に利用して行っております。 

 当部会での取組は、資料「学校における児童生徒の食の課題への取組」を御覧ください。食に

関する指導の全体計画、食育推進計画を基に、ＰＤＣＡサイクルを意識しながら進めております。

自己管理能力の育成、意識変容を行動変容につなげる３つの重点と、３つの重点項目に取り組ん

だ食に関する指導の今年度の例をお示ししました。 

 左上、高森町立高森南小学校では、家庭科でみそ汁について学んだ５年生は、冬休みの宿題と

して、家でみそ汁を作りました。何度も調理する子も見られ、自ら食事を用意する力の育成や家

庭への食育につながっています。伊那市立長谷中学校では、中学生が総合的な学習の時間や全校

作業の時間を活用して栽培した野菜を給食で使いました。本格的な農作業の体験は、自分たちが

育てた野菜に愛着が湧き、残さず食べるという行動変容につながっています。茅野市立永明中学

校２年生の保健体育科では、中学校生活を元気に過ごすための食生活について、先生とチームテ

ィーチングで進めました。意識変容から行動変容につなげる指導を工夫しています。資料裏面は、

松本市立波田小学校の実践です。実際に給食で出ているシャキシャキポテトサラダ、家庭科でジ

ャガイモをゆでるという授業と絡めた給食時間の指導です。給食時間に毎日３分、年間 200日行

うことで、１年間では10時間の食育につながっています。発達段階に応じた食育を学校全体で行

うこととしています。 

 令和４年度の取組としましては、１、発達段階を見据えて９年間の食育を充実させていく。２、

小学校で学んだ知識が中学校の食育をさらに充実させるようにつなげていく。３、児童生徒の食

に関する実態調査。これは本部会と長野県教育委員会と共催で行っています、３年に一度に行わ

れる悉皆調査です。こちらから児童生徒の実態を把握するとともに、私たちが進めてきた食育の

評価の指標としても活用します。 

 課題としましては、そこに書いてありますように、３つ挙げています。来年度は、ＩＣＴを活

用したより効果的な食育の実践に向け、進めていきたいと思っています。 

 また、朝食欠食率を０にすることは、国が掲げている目標でもあります。学校の教育だけでは

解決できない課題であるため、若い親世代、地域を含めて、学校が目指す姿を共有しながら、課

題解決に向けた連携を進めていきたいと考えています。 

 

○宮澤副会長 

 ありがとうございました。非常に大事な時期である９年間にわたって大事なことを継続的に行
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っていただいているということでございます。 

 次に、学校給食会のほうから、坂口委員さん、お願いいたします。 

 

○坂口委員（長野県学校給食会） 

 長野県学校給食会は、全県を配給エリアとして、長野、松本、飯田、３か所を拠点としながら、

計22台のトラックを中心に、毎日、学校現場、あるいは給食センター等々へ食材を供給させてい

ただいております。私どもの使命としては、子供たちのために安全・安心、そして、安定して食

材を少しでも安く提供できるように、日々努力しているところでございます。 

 食育の取組については、委託加工業者のパン屋さんたちに年２回の審査会を実施し、子どもた

ちに少しでもおいしいパンの供給をと、業者の皆様と共に頑張っているところです。 

 令和４年４月からの給食パンの減塩に取り組んでおります。昨年度の６月頃からこの減塩パン

の試作をし、関係者の方々の御尽力と子供たちにも実際に食べていただいて、1.8％から1.6％へ

の減塩を目指しました。約1,800人の子供たちに食べてもらいました。約1,000名のアンケートか

らすると、４分の１の子供たちは、いつもよりおいしかった、残りの４分の３は、あまり変わら

ない・よく分からなかったと。いずれにしろ、減塩を通して子供たちの健康づくりを推進するた

め、私どもも取り組んでいます。 

 子供たちは大変上手にアンケートに意見を書いてくれています。例えば、「いつもどおりとても

おいしかったです。来年度もこのパンがいいと思いました。」「今回に限らず、健康のために考え

てくださりありがとうございました。」あるいは、「前より甘くなっていて、小麦粉本来の味で、

おいしい感じがしました。」「口の中でふわっと、もちっとした減塩パンがおいしかったです。」そ

ういった声が非常に好評としてこちらのほうに伝わってきておりますので、この減塩パン、来年

度から子供たちに提供します。 

 

○宮澤副会長 

 ありがとうございました。小・中学校で食育を進めている立場からのところは、ここで一つ締

めさせていただきたいと思います。次に、家庭の視点で、ＰＴＡ連合会の松田委員さん、お願い

いたします。 

 

○松田委員（長野県ＰＴＡ連合会） 

 長野県ＰＴＡ連合会では、子育て委員会を設けておりまして、私が委員長を務めております。

毎年、陽だまり懇談会を開催し、それぞれの地域の家庭教育に携わる委員長の方にご参加いただ

き、懇談会をしております。今年は、生きる力を育む家庭教育とし、知・徳・体の中の「体」で

ある健やかな成長の基盤となる「食」に焦点を当てて行いました。 

 第１部として、オンデマンド配信をいたしました。３人で座談会をということで、ＮＰＯ法人

長野県食育協会の先生に来ていただきました。その中で、生きる力を育む家庭教育、基礎となる

食について一番大事なことは何かということで、旬の野菜についてや朝食の重要性、そして、お

米やみそ汁はなぜよいかということについてお話しさせていただきました。簡単なことですが、

旬の野菜を親も全然分かっていなかったりします。スーパーでは年中、野菜は何でもそろってい

る状態です。子供たちもそれが当たり前だと思っている。そのことから改めて、親から子へ伝え

ていってほしいという思いでお話をさせていただきました。 
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 朝食の重要性ですが、一番大事なのはやはり御飯とみそ汁だと思います。何でもいいから食べ

るという朝御飯ではなくて、何でもいいと言ってしまうと、菓子パンだったり、ただスープを飲

んで終わってしまったり。そうではなく、朝からしっかり噛むことが大事だということを教えて

いただきまして、そういう基本的なことをまず一から勉強していきたいという思いで、今年はそ

のお話しをさせていただきました。 

 第２部といたしまして、60名ほどが参加してのオンラインによる研修会を行いました。その中

では、グループに分かれて懇談をしました。資料の６ページですけれども、子供たちの生きる力

を育むための食について、どんなことを学ばせたいか、食への関心や興味を持たせるにはどうし

たらよいかを議題として、親御さんたちと話し合いました。こうして議題にすると、皆さんから

いろいろな意見が出てきました。今まで子供に伝えるということがなかなかできていなかったと

いうお話がたくさんありました。そして、テーマ２として、ＳＤＧｓに関して、食品ロスや残食

をなくすために家庭でどんなことができるかということを話し合いました。改めて、もったいな

いということや、買い過ぎないということを意識しようと親御さんたちも思っておりました。 

 学校は子供に対して食育をすごくやってくださっていますが、一番大事なのは、家庭で親が子

供に教えるということだと思いますので、私たちＰＴＡ連合会では、親にしっかり食育を分かっ

てもらうことを大事にしていこうと思っています。 

今日は皆様のお話をしっかりと聞いて、それを親御さんに伝えて、親から子供へとつなげてい

くようにしていきたいと思っております。 

 

○宮澤副会長 

 ありがとうございました。大変重要な御指摘をいただきました。親としても教育と食育をつな

げていきたいということで、いいお話をいただいたと思っております。 

ＳＤＧｓという言葉が出てまいりました。次、市町村教育委員会を代表して中野市でございま

すが、中野市では、出荷の際にむいた白ネギの皮をバイオマス発電に使うので、農家は皮や根が

ついたまま出荷するという新しい体制で進めています。ＳＤＧｓ、環境の問題等々も含めて、ど

うすれば一番、生産者も消費者もいいのかということを考えながら、進めていけたらすてきだな

と、こんなふうに願うところであります。 

 市町村教育委員会連絡協議会を代表しまして、中野市堀内委員さんにお願いしたいのですが、

マイクの調子が良くないようです。先に幼稚園、保育園で食育を進めている立場から、私立幼稚

園・認定こども園協会の大森委員さん、お願いいたします。 

 

○大森委員（長野県私立幼稚園・認定こども園協会） 

 当協会でも、コロナ禍の中ではＷｅｂ会議が行われています。今年は、野沢中学校校長先生で

いらっしゃる松島恒志先生の御講演で、すてきな子供を育てるために私たちのできることはとい

う題材で、オンラインで講演をお聞きしました。乳幼児期にいろいろな支障がメディアで起きる

ということの中に、睡眠、食事、遊びのリズムを整えた生活をしないと、発達に支障を来す、寝

ない、ぐずりが多い、食べない、遊ばない、元気がない、便通異常などの不調が生じ、１日が快

適に過ごせなくなる。特に食卓は心も育つので、家族で食べることの大切さ、親子の愛着を育む

場所として、食事中、おやつ、そして、食事をしているとき、ＤＶＤ、ゲームなどを動かさない、

使わないで生活しませんかという提案を各家庭にしました。親子の愛着、これが非常に今の時代、
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大事な時代になっています。犯罪、不登校、自殺、いろいろ聞きますけれども、そのときの要因

はあるにしても、大きな原因は、乳幼児期の親子の愛着です。私たち保育者の立場からしても、

一緒に食事をすることによっての愛着は非常に大きなものだと思っています。 

 文科省は、ＧＩＧＡスクール構想を令和５年からの計画であったのが、コロナ禍のために前倒

しに令和２年で始まったということで、学校でも大変な事業を行っていると思われます。それを

受けて保護者は、小学校でパソコンを使うなら幼児期からパソコンを使わなければというような

誤解が生まれる状況の中で、子供たちに大事なものは何なのかを保護者に伝えたいと思います。 

 そして、課題の中に書き入れたのが、権利条約です。ＳＤＧｓにもありますように、子供たち

を守るのが私たちですが、実際に世田谷区の保育園で起きた事例で、食事に関して、しつけとか、

指導という名目で、食事の片づけが遅い子に、まだ終わってないのかと頭をこづく、食事の準備

のとき座っていない子供に、何回も言ってんだろ、食事の際、泣いてしまった子供を隣の部屋で

一人にした、食事の際、飲み込めないのに、口から出してはいけないと強く指導した、言葉にす

ると大変きつく感じますが、もしかすると、現場でこれに近いようなことが起きているのではな

いかという心配もあります。 

 しつけとか指導ということで、保育者の視点で子供たちに伝えようとしているのではないだろ

うか。そうではなくて、子供の視点に立って、食事は訓練や教育の時間ではなく、楽しい時間で

あってほしい。楽しく食べられるから栄養にもなるし、コミュニケーションも取れる。コロナ禍

でコミュニケーションは取りづらいときですが、食事は楽しい時間であることを大切にしたいと

思っています。「食べたくない」、「食べられない」の気持ちを受け止め、無理やり食べさせるので

はなく、栄養が足りないようだったら補填する方法を考える。食べられない、食べなくても、こ

の飽食の時代、栄養失調を心配するよりも、むしろ過多、栄養過多のほうを心配するほうが大切

だとも言われています。 

 この他、幼稚園・認定こども園協会でも今アレルギー対策、非常に苦労しております。ぜひ県

のほうでアレルギー対策に対する講演や研究会などをしていただくとありがたいと思っています。

おととし、協会では、アレルギー対策について勉強会をしましたが、常に身につけておかなけれ

ばいけないことと思います。 

 また、今こそ、子供たちにネットリテラシーをということです。ネット中毒なんていう言葉が

病気として扱われている時代です。今のお父さん、お母さんたちは、ゲームで育った時代で、小

さい子供たちにやるなって言えない立場にあるんですね。家庭全体を通して、お父さん、お母さ

ん、子供たちの健康を考えて、一緒にネットリテラシーしませんかというようなことを広めてい

きたいと思い、今年６月に講演会を予定しております。 

 

○宮澤副会長 

 ありがとうございました。いつもながら、非常に熱を込めて活動されている姿を拝聴しました。 

 それでは、市町村教育委員会連絡協議会の中野市の堀内委員さん、お願いいたします。 

 

○堀内委員（長野県市町村教育委員会連絡協議会） 

 市町村教育委員会は、各小・中学校と連携しながら、給食センターを中心に食育に取り組んで

おります。特にそれぞれの地元の食材を大事にして、中野市でも毎月19日の食育の日には、地元

の食材を多く取り入れる献立づくりをしております。地元の旬の食材を大事にしながら、子供た
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ちにも自分たちの住んでいるところでこんなおいしいものが取れるんだという気づきを大事にし

ているところです。特に給食センター配属の栄養教諭は、学校に出向いて出前授業を行ったり、

学校の子供たちが給食センターへ見学に来て、どのように給食が作られているのか見ることを通

して、こんなに手間暇をかけて作っている給食が自分たちは毎日いただけるんだという感謝の気

持ちを育てることを大事にしています。 

 今、コロナ禍で臨時休業あるいは分散登校を行っておりますが、給食のありがたさは子供たち

だけではなく、保護者のほうにも伝わっているところです。 

黙って食べるという文字どおりの黙食でありますが、黙食は本来、感謝をしながら食べるとい

うところがございます。本来の意味合いの黙食ということを大事にしながら、それぞれの子供た

ち、また、子供たちを通して各家庭に食育の大切さというところを理解していただくように心が

けております。 

 中野市でも、朝食を食べている児童生徒の割合が90.5％であり、約１割弱の子供たちが朝食を

取っていないという現状がございます。また、栄養バランスということを考えると、「小学校で

57.2％、中学校で54.5％の子供たちがバランスのいい朝食を取っているにすぎない」という言葉

を使ったほうが適切かと思います。ただ、このことについては、各家庭、保護者の理解がなくて

は前進しないところであります。まさに長野県民、あるいは国民がこの食育をいかに大事にして

いくかというところが大きな課題ではないかなと感じております。 

 

○宮澤副会長 

 ありがとうございました。非常にレベルの高い食育活動を展開されております。 

次に、行政として子供の頃から健康づくりに取り組まれている立場から、市長会を代表しまし

て、牧委員さん、お願いします。 

 

○牧委員（長野県市長会 須坂市健康づくり課長） 

 須坂市では、第３期須坂市食育推進基本計画の基本理念として、「人とのつながりを感じる食で

豊かな心と身体を育てる」の下、「食を通じて家族や仲間と食卓を囲むことの大切さ」、「規則正し

い食習慣の普及」、「須坂の食文化継承」を基本目標として食育の推進に取り組んでおります。 

 平成27年に教育委員会と市の健康づくり課を中心に、須坂市の子供が将来にわたり健康に過ご

せることを願い、「食育リーフレット 早ね早おき 朝ごはん ～元気に育つ すざかっ子～」を

作成いたしました。2020年度には新しいデータを基に改定を行い、４月から配布をして取り組ん

でおります。この食育リーフレットは、食育推進基本計画の基本施策に沿い、朝ごはんをしっか

り食べよう、生活リズムを整えよう、一緒に食べようを具体的な啓発内容として、各年代に応じ

た切れ目のない食育を実践するために、子供の発達段階における食育の目標や取組内容を共有し

ながら、家庭や地域、学校が連携して計画に沿った食育を推進していくために活用しております。 

 資料５ページにまいりまして、健康づくり課では、市内全ての小学校３年生の児童と保護者を

対象とした、「食ですこやか親子でクッキング」という事業を行っております。例年は、朝ごはん

の大切さ、栄養バランスのよい食事、地域食材や旬の食べ物等の話を児童と保護者が一緒に聞き、

調理体験を行うことで家庭での食卓づくりにつなげておりましたが、令和２年度から続くコロナ

禍の影響で、調理実習を行わず、動画等を活用し、内容を一部変更して児童のみの参加で行って

おります。食育事業は、子供と保護者が一緒に聞き、体験することで伝わる部分が多いのですが、
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コロナ禍の中、それができず、食育を推進していく上で大きな課題となっております。 

 若い世代への食育の課題としましては、コロナ禍で食に関する講座が減少していく中、情報を

インターネットなどから得て、子供の食事を行っている保護者の方が多く見られます。特に乳汁

から幼児食に移行する過程で与える離乳食は、適切な時期、食品、調理形態で行うことが必要で

あり、お子さんにとって好ましい進め方が行われるよう支援していく必要があると感じておりま

す。 

 それから、朝食を食べずに登校する児童には、保護者の食習慣の改善と併せまして、子供たち

が正しい食生活を送れるように周知し、支援していく必要があると考えております。 

世界一の健康長寿を目指す食育の関係ですけれども、全国的な取組で８０２０運動が始まり、

効果を上げてきておりますが、今さらに高齢化が進みまして、80歳を超える方が多い中、自分の

歯が19本以下で、かみづらさを感じている方の実際の人数は多いと思います。かみづらさを感じ

ながらも受診をしない方、受診をしたくてもできない方が多くいらっしゃるのではないかという

心配があります。 

 県の取組として、お願いしたいことですけれども、授乳・離乳の支援ガイドに沿った離乳食の

進め方の周知をお願いしたいと思っております。それから、保護者の方に朝食の大切さを伝える

取組につきましても、県全体としての周知をお願いしたいと考えております。 

 

○宮澤副会長 

 ありがとうございました。実体験を踏まえながら御提案をいただきました。 

次に、世界一の健康長寿を目指す食育の分野に移りたいと思います。 

 歯やお口の健康の視点から、長野県歯科医師会の中村委員さん、よろしくお願いします。 

 

○中村委員（長野県歯科医師会） 

 長野県歯科医師会の食育の取組についてですけれども、歯科という分野は、食との関連が最も

深い診療分野ではないかと認識しております。このことから、日々臨床の現場において、また様々

な広報的な場において、医療的な立場から食の重要性を訴えやすい状況にあります。そこで、長

野県歯科医師会として特に今年度は、様々なメディアを通して、口の健康、そして食べることの

重要性に関連して広報的な活動をさせていただきました。この資料のとおり、テレビ、あるいは

ラジオのメディアを通して、番組制作に関わり、ＣＭの作成といった形で、啓発活動を行ってき

たところです。そして、様々な関連団体、関係機関へ、会から講演に出向いています。例えば、

産業保健研修会、あるいは全国協会けんぽ長野支部と協定を結びまして、それぞれ各地域で何回

かに分けて講演をさせていただきました。 

 また、今年度、歯科においてはビッグイベントがございました。長野県の歯科口腔保健推進条

例が昨年10月に改正、施行され、このお披露目という形で、11月３日に歯っぴーながの８０２０

推進県民大会を開催しました。推進条例の意味についてお話をし、講演も行ったところです。 

 この推進条例においては、６つの主な基本的な施策がございます。その一つとして、特に重要

となる、「オーラルフレイルの基本的な対策」が掲げられております。我々歯科医師もオーラルフ

レイルの対策に対してしっかり研修をしないといけないということで、オーラルフレイルの重要

性と基本的な内容について、各地域の歯科保健担当者向けの講習会として、Ｗｅｂ配信で研修会

をさせていただいたところです。 
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 課題ですが、今後、口腔機能の重要性をますます皆様に御理解いただくため、しっかりと啓発

活動をしていかなければいけないということ。あとは、歯科口腔保健推進条例の６つの基本施策

の一つとして、感染症の予防対策ということが掲げられております。先ほど宮澤先生が鋭い御指

摘をされておりましたけれども、いわゆる免疫力向上という立場で、食というのは、本当に大事

なことだと思っています。我々もその重要性をしっかり認識しておりますので、今後、栄養と口

腔の機能も絡めて啓発活動をしていきたいと考えております。 

 

○宮澤副会長 

 ありがとうございました。１年にわたって、会のほうで大変な御活動をいただきました。 

続きまして、栄養の視点から、長野県栄養士会の廣田委員さん、お願いいたします。 

 

○廣田委員（長野県栄養士会） 

 長野県栄養士会の取組につきましては、資料６の９ページからお示ししてございます。令和３

年度は、栄養の日キャンペーンということで、一般県民を対象にして、食に関する課題に対応し

たいろいろな情報提供や体験型で学んでいただくようなことをやっております。このコロナ禍で

食の提供というのがなかなか難しかったので、７支部のうち４支部で実施となりました。フレイ

ルを題材にする支部もありますし、コロナ禍での免疫力といったようなことをテーマに情報発信

をした支部もありました。 

 「食からパワーアップ！高校生のための食育出前講座」は、県計画の「若い世代への食育」に

関連すると思います。栄養士会の事業として、依頼のあった高校に出かけ、栄養士が指導をする

事業で、おかげさまでもう何年も行っており、年10回くらいを予定していますが、ほぼその回数

に達する依頼をいただいております。事業に御理解いただける先生からは毎年依頼があるのです

が、そうでないところに届くようにするのはなかなか難しいと感じているところです。 

 その下から４つほどありますのは、県の信州ＡＣＥ（エース）プロジェクトへの支援と考え、

健康な食事についての情報提供や、具体的なお料理の提示といったことを行っている事業です。 

 本年度のメインの事業として、「食から健康づくりフレイル予防事業」は、県計画の「世界一の

健康長寿を目指す食育」の活動になると思います。皆さんのお手元にあるパンフレットをご覧く

ださい。こちらを作らせていただきました。お手軽というところを重視しまして、一般の高齢者

でも作れる料理、あるいは、ヘルパーの皆さんに活用していただける料理をお示しするレシピ集

が出来上がりました。会のホームページに載せておりまして、ダウンロードしていただけますの

で、広く活用いただければと思います。 

 資料10ページ、認定栄養ケアステーション開設の支援につきましては、地域の中に広く栄養相

談に応じられる場所として、日本栄養士会では、認定栄養ケアステーションを広めていこうと考

えています。現在、長野県内には、認定施設は２か所ですけれども、一般県民の皆様のいろいろ

な御相談に応じていけるような所を広めていきたいと思っております。 

令和４年度も同じような形で進めていこうと考えていますが、県の課題をもう一度整理し、  

お手軽レシピ集の継続版として、新しいターゲットに向けてのものを検討したいと思っています。 

 課題ですが、書かせていただいたこと以外に思っていることがあります。 

一つは、コロナ禍で、家庭内食と、家庭の中で食べるという機会が増えていると思います。い

ろいろな研究論文などで言われていますが、健康づくりにつながるような食事になったおうちと、
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そうでないおうちとの格差が広がっているのではないかと感じておりますが、その辺についての

実態が分かりません。国民健康・栄養調査ですと、拡大調査のときということだったでしょうか、

以前、所得等の社会経済状況と食事状況に関する調査が行われております。そのような状況と併

せて検討するとよいと感じています。次の食育推進計画の５年間に、県民健康・栄養調査は１～

２回あると思います。コロナ禍で広がっていると考えられる経済格差の状況をつかむことが必要

だろうと感じています。令和元年の調査のときに県で就業別の食べ方の課題を整理してくださっ

て、私たちにとって貴重なデータになったと思っています。県の調査も国民健康・栄養調査と同

じで、秤量法を用いているので、協力率の低下といった課題もあると思いますが、それも含めて、

県民の実態を把握するための調査としてどんなことが必要か、この時期にもう一回検討いただく

のも大事かと思います。 

 もう一つは、先ほど高校生の出前講座のお話をしましたが、私たちは主に健康づくりの視点で

講座を行うことが多いです。何人かの委員の皆様もおっしゃっていて、農水省の話でも触れてい

たと思いますが、ＳＤＧｓの視点ですとか、2050年に地球上の人口が100億人に達して、食糧難が

世界的には起こるのではといったレポートも出たりしています。若い方たちはその時代に働き盛

り世代として生きていく方たちなので、自分たちの世代が将来担っていかなければならない課題

について認識を持っていただくことも大事だろうと思っています。 

 その中では、県が進めているゼロカーボンのような事業との関連もあり、輸入食品が多いとい

うことは、結局二酸化炭素の排出量が多くなることにつながるので、地産地消みたいな観点はと

ても大事だと思いますが、なかなかそういった観点では、これまで考えられてきていなかったと

思います。地球環境と地産地消の推進との関係、そんな題材で高校生の皆様に考えていただくと

いうことも大事かなと思っています。また、最近は、プレコンセプションケアという観点も強調

されるようになってきました。昨年、妊娠期の食事バランスガイドが見直されて、妊娠前から始

まるというキーワードがつきましたが、若い方たちが健康でいることは、将来の生まれてくる子

供たちも含めてのこれからの健康づくりというところにすごくつながっていきます。産む前から

の健康を保っているということが大事だということが言われるようになり、女子の方は特にそう

ですけれども、男女共に、若いうちから妊娠して子供を産み育てる体をつくっていく意味での健

康づくりといったような視点も考えていかなければいけないといったことを知っていただく取組

も大事ではないかと思っています。 

 それは、食育ということだけではなくて、高校生の皆さんが自分のライフプランを考える中で、

しっかり食べて、健康な体にすることを考えていただく取組が必要だろうと思います。県には、

少し広い視野に立って、いろいろなところと連携しながら、若い世代への働きかけを推進してい

くことを考えていただきたいと思っています。 

 

○宮澤副会長 

 ありがとうございました。最後の部分は、廣田先生の提言でもあり、貴重な御発言だと受け止

めさせていただきました。高校生の食育については、私どものテーマでございましたけれど、今、

廣田委員さんが御提案された分野は、高校教育の上でも大事なテーマだと思います。単なる食育

から、もう少し幅を広くして、高校生に合った食育の在り方、これを御示唆いただけるような内

容だったと思います。 

 高校校長会の羽毛田先生ですが、Ｗｅｂの接続の調子がよくないようでございます。羽毛田先
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生の御意見は、資料から拝見させていただくことをお許しください。 

羽毛田先生、ありがとうございました。 

 続きまして、住民の健康づくりを進める立場から、町村会の江口委員さん、お願いいたします。 

 

○江口委員（長野県町村会 栄村民生課長） 

 当村における食育の現状として、課題と感じていることは、食育への関心を持つ者が少なかっ

たこと、食生活改善推進協議会が組織化されていないこと、朝食を欠食する若者が多かったこと、

生活習慣病に罹患する者が少なくないことです。比較的恵まれている点としましては、伝統的な

食文化を伝えていること、郷土食を１種類以上作ることができる人が６割を超えていることです。

これは、国などの指標より１割から２割程度多い水準となります。これについては、学校教育や

学校給食及び生涯教育の場において、郷土食に触れたり、学んだりする機会が提供されているこ

となども寄与していると思っております。これらの課題の解決と恵まれている点をさらに伸ばす

ために、各種料理教室などのイベントの開催や、村の広報誌等を通した情報発信及び健康診断に

併せた推定食塩摂取量検査事業などを実施し、食育を実践する者が増えるように村民に働きかけ

ております。 

 また、料理教室を実施する際に、感染症に対する対策を講じながらも、参加者が安心して楽し

く学べる場を提供するための企画立案が難しいことも新しい課題となっております。これらの食

育の推進については、本来であれば、食生活改善推進員、多くの方は食改さんと呼ばれているか

と思いますけれども、行政と食改さんが協力して、行政の視点と住民の視点の双方から食育が推

進されることが望ましいはずですけれども、先ほどお話ししたように、食改さんが組織化されて

いないことから、行政からの働きかけの一方のみとなっていることが当村の大きな課題と言える

かと思っております。 

 長野県の食育担当の皆様に期待するところといたしましては、現在も北信保健福祉事務所の健

康づくり支援課の皆様に食改さんの育成など、お世話になっておりますし、本日の県民会議のよ

うに、県内の食育関係者の連携を図っていただいております。我々のような小さな自治体だけで

はなかなかうまくいかないことも県内で広く取り組まれ、食育が推進されることで、小規模自治

体での食育推進がさらに推進される場面もあるかと思いますので、県内の食育関係団体の連携が

さらに推進されるような取組を期待しておるところでございます。 

 

○宮澤副会長 

 ありがとうございました。 

 次に、地域で健康づくりを進める立場から、食生活改善推進協議会の金井委員さんお願いいた

します。 

 

○金井委員（長野県食生活改善推進協議会） 

 私ども、昨年度に引き続きまして、コロナ禍の中、調理実習を行うことが困難でありましたの

で、感染対策をしながら、戸別訪問によりレシピや資料を配布し、食生活改善の普及啓発を行っ

ております。また、高齢者につきましては、出かけてもらう場づくりが大事であると考え、シニ

アカフェを地域で開催し、簡単な体操やバランスのよい食事の実践について啓発等を行い、フレ

イル予防の推進に努めております。また、牛乳、乳製品の普及啓発活動も実施しております。調
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理実習がなかなかできませんでしたけれども、レシピの提案とか、また、乳製品の活用につきま

して普及をさせていただいております。また、県内産の凍り豆腐を活用した料理の提案も行って

おります。今年度、県から食生活改善普及啓発事業を委託されまして、県下5,000人を目標に食生

活アンケートを実施し、バランスのよい食事と減塩に向けた啓発を行いました。5,000人を超える

方のアンケートが集まりました。 

 また、これからの課題といたしましては、野菜不足と減塩が課題と考えております。高校生の

朝食欠食につきましては、調べましたところ、長野県の場合は朝食を食べている高校生は多いと

感じましたが、やはり野菜の摂取は少ないと思います。市販の総菜や飲食店の食事は、味が濃い

めなので、減塩のためには注意する必要があると思います。料理は認知症予防にもよいと言われ

ますので、早く調理実習ができ、本来の食生活改善推進協議会の活動ができることを望んでおり

ます。 

 ただいま栄村さんのほうから、栄村さんでは食生活改善推進協議会が組織化されていないとの

お話を伺いました。ぜひこれから組織化していただきますよう、お願いいたしまして、発表に代

えさせていただきます。 

 

○宮澤副会長 

 本当にコロナ禍の中で御奮闘していらっしゃる姿が目に浮かぶようであります。ありがとうご

ざいます。また、各市町村に食改が組織化される努力、その要望についても県みんなで考えてい

きたいと思います。 

続きまして、食の循環と地域の食を意識した食育という分野からお願いを申し上げます。 

 最初に、地産地消や旬産旬消、食文化の伝承を含めた立場から長野県調理師会の湯本委員さん、

お願いいたします。 

 

○湯本委員（長野県調理師会） 

 考え方を具現化しなければ進んでいかないということで、私ども、なるべく具現化するように

やっております。その中で、先般、ツルヤさんの店頭での啓発のために、実際に鶏肉やトマトを

使って減塩料理１品こさえてみたのですけれども、やって分かったのは、塩を減らしても、ワサ

ビ入れることでおいしく食べられるということに気づきました。また、続けてやっていきたいと

思っています。 

 それから、料理に限らず、エシカル消費ということは、全てに通用することでありますけれど

も、やはり倫理とか道徳とかということも踏まえて、私は精進料理というのが好きです。昔、比

叡山延暦寺で習ったときには、とにかく無駄にするな、素材は命だということをよく言われたの

ですが、今でもそのことを事あるごとに話をしています。 

また、家庭食は、女性に任せっ放しみたいなことがずっと続いているんですね。ですから、長

続きする食育という点で、たまには男性が担当することも食育の意識の向上につながるかなと思

って、そんなこともお話しさせていただいたりしています。 

 とにかく、家庭の健康をもう少し身近に感じてやっていくこと、それが連なって、その先に長

野県も全国も世界も見えてくると思うのですが、そんなことを、みんなに分かりやすい標語をつ

くって、ああ、この標語だったら、これに向かっていこうかなって思うような分かりやすい標語

をつくって、全国に発信していってはどうかと。全国に発信するということは、発信した人も責
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任感が持てることだし、他人にたくさん見ていただいて巻き込むことだから、自分もしっかりし

なければいけないという意識を向上させるだろうと思っています。 

 それから、みそ汁の減塩について、ちょっと実験してみたのですが、みそはみんな量ってるけ

れど、だしとか、水は量ってないんですよね。汁を量ることによって、薄いと言った人には、同

じ濃度で汁を減らすなど、汁とみそのバランスをいじってやると、そこでおいしさが出てきたり、

飽きない味が出てくると思うのです。だから、料理の五味五法、甘い、酸っぱい、苦いとかの味

覚を刺激するようなことも含めて、作って楽しく食べられるようなことを考えていかなければい

けないなと思っています。 

 

○宮澤副会長 

 大変重要なことを、湯本さんはいつもお話しになります。命をいただいて生きるという大原則

を食育の中心に据えるべきだと。食べ方においても、あらゆる可能性、あらゆる哲学をそこに持

ち込んで、新たな工夫をすべきであるということで、湯本さんらしいお話をいただきました。 

 続きまして、農村文化協会の相澤委員さん、お願いいたします。 

 

○相澤委員（長野県農村文化協会） 

 食の環境と地域の食を意識した食育に取り組んでおります。食農教育の実践部隊として、信州

ひらがな料理普及隊という組織つくり、４年間活動して、今５年目になりました。約 100人ほど

のメンバーですが、コロナ禍で活動ができないため、４年間の活動の振り返りをし、「箱膳に思い

を乗せて 食べごとの心をつなぐ ひらがな料理」という冊子にまとめました。 

 この冊子には、善光寺での取組や小学校、中学校、公民館、シニア大学で取り組んだこと等、

全て報告としてまとめてありますので、活動のヒントとして参考にしてもらえたらうれしいです。 

報告をまとめたお母さん方、といっても活動をしている皆さんは、じいちゃん、ばあちゃんで

すが、「ああ、何で私たちは子供にこういう教育してなかったのだろう」と、食育、食農教育とい

うのを全然やってなかったということに改めて気づいた。子供に今さら言えないから、せめて孫

には何とか伝えていこうという思いを強くしたが、５年間取り組んできた自分が一番勉強になっ

たと言っている。 

学校でやっても、学校の先生たちが、「私が一番勉強になった。」「知らないことがいっぱいあっ

た」と言います。子供が今日、学校でこういうこと学んだよといって、うちへ帰ったら、お母さ

んは何も知らない、おばあちゃんは少し知っていたというようなことで、何とか３世代をつなげ

ていく食育というものに取り組んでいます。その根っこにあるものは、やっぱり栄養、健康、美

味という大切なことですが、そこに縮こまってしまって、もっと本当の裏側にある、そこの地域

の風土だとか、食べ物の大切さだとか、そういったものがセットになってつながっていなかった。

そういうことを感じまして、郷土の風土や食のストーリー、文化や歴史など、なぜ、いつから、

誰がというような形で、常に食べ物の向こう側までを考えて、それを意図的に、具体的に体験で

きるように、伝承の場を４年間、小・中、高校、公民館等でやらせてもらってきました。その中

で、自分が変わらないと駄目だということが一番分かったことです。 

信州新町小学校では、とても大切なこととして、６年間、小学校３年生に毎年取組をしました。

伝承すべき信州の食文化、食への感謝、地域への畏敬の気持ちというものを伝えてくることがで

きたかなと思います。 
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箱膳の体験では、最初の５分でいいから、ちゃんと正座をして食に向き合おうよと、きちんと

座ってお膳で食事をするのですが、「正座が嫌だったのに、実際に箱膳を前にすると、きれいな姿

勢で食べないともったいないと思い、いつの間にか背筋が伸びていました。私にもおいしいもの

をおいしく食べたいという日本人の心があったとうれしくなりました」という感想文を書いた千

曲市の中学１年生がおりました。これは、まさに都会にはない、信州ならではの風土とストーリ

ーがあるから、こういう思いをちゃんと持ってるのだと思います。そういうところを一生に一回

でいいから、５分でもいいから体験させていくということが必要ではないかと思い、今も活動を

しております。 

 もう一つの取組は、農水省との連携も考えていかなくてはいけないなということがありまして。

都会は農業とは一番遠くにいる部分ですよね。信州は一番農業に近いところにいる。その中で何

ができるのかということで、農水省のホームページに掲載されている、「うちの郷土料理 長野県

版」の作成に湯本調理師会長さん達と協力しましたが、長寿の食を支える一つとして、具だくさ

んみそ汁を郷土食として掲載してほしいと提案をしました。信州みそと信州大豆、年間切らすこ

とのない多種類の野菜、干し野菜、漬物等があるから、日常食として具だくさんみそ汁が実現し

ている。これは長野県の最大の強みで、特色だと思うのです。 

また、全国食育推進ネットワークの「みんなの食育」の事例９団体の中にひらがな料理普及隊

の活動も紹介されています。御覧になっていただければと思います。 

 食育全国大会での審査委員としての委嘱がありまして、受賞団体の審査にも協力してまいりま

した。その中で、食育の裏にある食と農をちゃんとつなげた、食の裏側にある農をきっちり伝え

なきゃいけない。農業県でもある長野県がそれを発言しなければいけないのではないかな、そう

いう思いで委員も引き受けたりしながら、農水省本庁のほうで発言をさせてもらっています。 

課題としては、エシカル消費という言葉が消費者庁から言われてきます。ＳＤＧｓの17の目標

の中の12のところに関連しているところですけれども、まさにそこの地域から発しなくてはいけ

ないことだと思います。エシカル地産地消でもいいと思います。そういうものに進んでいくチャ

ンスであり、もう一方では、デジタルの活用で世界中がつながるということになった。その中で、

この２つをどう折り合いをつけていくのか。変えてはならないものと取り込んでいくものをはっ

きりさせる年になると思います。国の第４次の推進計画も同じですので、この点を踏まえて、具

体的にどう実践するか、整理して、県方針を詰めていくということも大事ではないかと。 

 県として取り組んでもらうということについては、今の点も含めて、来年度は策定委員のほう

で計画案をまとめていっていただけると思うのですが、それをより具体化するための作業部会的

なもの、スローガンではなく、具体的実践していく中で、どういうことができるかという作業部

会的なものもつくってもいいのではないかと思っております。例えば第３次計画の４つの基本分

野ごとに５分なり、10分なりという形で、指導案をパターン化していく。 

 入り口話題が重要になると思います。その切り口ですね、どういう形で、そんな話はもういい、

知ってるよ、何遍も聞いたよではないんですよね。その根っこの部分をどうやって伝えるか。事

例紹介などで具体的な行動を示す。そういうきっかけづくりの指導案を県で示してほしいと思い

ます。 

 

○宮澤副会長 

 ありがとうございました。食育はふるさとそのものであると。食育の重要性に改めて気づきな
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がら、地域の発展、そして、将来を考えていく。残さなければならないものをちゃんと見極めて

いかなければならないというお話、ありがとうございました。続きまして、農村女性ネットワー

クながのの小林委員さん、お願いいたします。 

 

○小林委員（農村女性ネットワークながの） 

 農村女性ネットワークながのは、地域農産物を活用した食生活について、新長野県農村女性チ

ャレンジプランに基づき、地域での活動を重視し、農村女性ネットワーク佐久平、松塩筑輝く農

村女性の会、農村女性たかやしろ、長野地区農村女性ネットワーク、４つの郡協議会、37グルー

プ、 210名の会員です。地域の実情に合った食育活動を展開しています。 

 地域の農産物等の作業体験、収穫体験、農産物を使った料理講習を地元の小学校やお母さんた

ちを対象に実施していました。農作業体験は、地元の農業者グループとの交流を企画したり、ま

た、生産者団体、全国農業協同組合連合長野県本部との連帯、連携により、牛乳、乳製品の講習

会も開催してきました。全国への活動にもつながっている、全国生活研究グループの連絡協議会

を通し、農林水産省からも高い評価を得て、期待されてきました。 

 私たちは創立50年を迎えましたが、残念ながら、グループ、会員の方々の高齢化により、続け

ていくことが難しくなりました。会員の皆様はもとより、諸先輩の皆様、支援センターの先生方、

幅広くお世話くださる事務局、そのほか、関係の皆様の御尽力と温かい御支援のたまものと厚く

感謝とお礼を申し上げます。今年度で農村女性ネットワークながのは幕を閉じますが、今まで親

しんだ名前がなくなるのは寂しいですが、これからの人生を楽しく健康増進に向けて励みたいと

考えています。私たちの事業方針、「自分らしく生き、共に築こう、次世代の農村、農村女性ネッ

トワークながの」は、圏域の活動から地域への活動に移ります。今後も温かい御支援をお願いし

ます。 

 

○宮澤副会長 

 農村女性ネットワークながのの皆さん方には、長野県が健康長寿になるその基盤をつくってい

ただいた組織の一つであると感謝をしております。どんな形にしても、こんこんと水が湧き出る

ように、それぞれの地域で活動が残っていくと思います。引き続きのご活躍を心からお祈りしま

す。 

 続きまして、長野県農業会議の中島さん、いかがでございましょうか。 

 

○中島健貴氏（長野県農業会議 代理出席） 

 農業会議、農業委員会組織の取組でありますが、主に食の生産現場の取組ということになるわ

けですけれども、農業委員会は、県内の77市町村に設置されておりまして、非常勤の行政委員で

ある農業委員が約1,000名、それから、農地利用最適化推進委員約500名の計1,500人が現場で食に

関する様々な活動に取り組んでいただいております。 

任務の柱は、食の生産基盤である優良農地の確保とか有効利用になっておりますが、ここにも

記載してありますように、2020年の農林業センサスの結果によれば、高齢化、担い手の減少がこ

の５年間でさらに進んでおりまして、非常に生産構造の弱体化が課題になっております。そうし

た中で、食育活動につきましては、農地の有効利用、あるいは遊休農地対策、さらには将来の担

い手の育成にもつながる重要な取組であると認識しております。 
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 多くの農業委員会では、主に子供たちへの農業への理解を深めていただく農業体験指導や体験

活動に取り組んでいただいております。それ以外にも、南信の松川町の農業委員会では、遊休農

地を活用して、無農薬、無化学肥料で栽培した野菜や米を小・中学校、学校給食として提供する

栽培実証事業というのを行っておりまして、この遊休農地の解消の取組を通じて、食の安全性や

地元の食、あるいは農業への理解を深めるような取組を行っております。 

 同様な取組はほかにも行っておりますが、課題とすると、生産現場、非常に担い手が不足して

きておりまして、遊休農地が増えてきています。そういう中で、今後10年後を見据えて、担い手

の育成だとか、農地の利用も含めて、将来の農業のビジョン、姿を描いていくことが必要だとい

うことで、人・農地プランの策定を各市町村が主体となって取り組んでおります。これを進めて

いくには地域の話合い活動が必要ですが、コロナ禍で活動が制限されていることが課題になって

います。加えて、なかなか食育活動に思うように手が回らないという実態があります。これは国

へ要望すべきことですけれど、活動に対する支援をぜひお願いをしたいと思っております。 

 県にお願いしたいことにつきましては、特に食育活動に熱心な方は、女性農業委員の方で、委

員会1,500人の約１割である150名が女性農業委員です。女性委員だけで協議会を組織しておりま

すが、毎年、地域の活動に役立つ研修会を開催していますので、今後の参考になる取組事例の情

報提供を県にお願いできればありがたいと思っております。 

 

○宮澤副会長 

 ありがとうございました。大変長野県の農業者の高齢化が進んでいるということで、担い手の

育成というのは農業委員会の大きな使命だと思っています。御奮闘を願うところであります。あ

りがとうございました。 

 食の安全という立場のお話を長野県食品衛生協会の黒岩さん、お願いいたします。 

 

○黒岩浩一氏（長野県食品衛生協会 代理出席） 

 長野県食品衛生協会では、食育ということに関しましては、特に食中毒の防止、食品衛生の推

進という側面から協力をさせていただいております。 

 最近の主な出来事ということ、取組にもなるのですが、食品衛生法の改正というものがござい

ました。その大きな柱の一つがＨＡＣＣＰによる衛生管理の推進というものと、それから、営業

許可制度の改正、これらが大きく２つございました。ＨＡＣＣＰによる衛生管理につきましては、

これはアメリカから入ってきた衛生管理の方法ですけれども、原料から製品に至る製造工程のど

この段階が食中毒を起こしやすいのか、どこに気をつければ食中毒が発生しないのかという危害

をあらかじめ分析して、日常の衛生管理を進めていくというものです。食品衛生協会といたしま

しては、営業者の皆様方に食の安全を確保していただくために、記録帳を作りまして、ＨＡＣＣ

Ｐの推進に取り組んでいるところです。 

 ＨＡＣＣＰの衛生管理で重要な５項目の衛生管理ができている店をＨＡＣＣＰ型の５つ星店と

して認定しまして、食品衛生管理のＰＲを食品衛生協会全体として進めるというような事業を推

進しております。 

 もう一つの食品衛生法における営業許可制度の改正では、届出制度というものが始まりました。

これは、今まで、届出の必要がなかった八百屋さんですとか、お米屋さんなどが、保健所への届

出対象業種となりまして、食品衛生責任者を設置してＨＡＣＣＰに沿った衛生管理を行うことが
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義務付けられました。食品衛生協会では食品衛生責任者の養成講習会というものを実施して、衛

生を管理する責任者の育成しているところです。 

 そういった法改正の主な２つがあるわけですけども、今後とも食中毒の防止という面で安全な

食の提供に向け活動してまいります。 

 

○宮澤副会長 

 黒岩さん、ありがとうございました。 

食を育む環境づくりの分野につきましては、それぞれの中でお話がありましたのではここでは

触れません。 

 次に、会議事項の５です。県の資源循環推進課のほうからお願いいたします。 

 

 

（５）情報提供 

 

環境部資源循環推進課 消費者庁「食品ロス削減ガイドブック」について説明 

 

 

○宮澤副会長 

 ありがとうございました。 

 私から要望を申し上げたいのですが、長野県は環境問題をとても積極的にやっておりますし、

学校給食の残渣をエコフードにして実際に家畜に与えるというような様々な事例があると思って

いますが、そういう事例をまとめたものがありません。食品ロスを進めていくにあたり、事例集

等をお作りいただけたらと思います。 

 それでは、委員の皆さんからお話しいただきましたポイントを参考に、第４次計画作成になり

ます。４次計画ということは、15年が過ぎたわけであります。そういう中で、時代が大きく変わ

ろうとしているときに、相澤委員さんからお話ありましたように、残さなければいけないものと

変えなければいけないもの、要するに残さなければならないものを残すという寛容さと、新しい

ものを取り入れる勇気がないと今後の食育は進みません。そういうことを踏まえて、御参加いた

だきました皆さんの思いを実現していただければと願います。よりいいものにさせていただきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 会議は以上といたします。ありがとうございました。 

 

 

４ 閉  会 

 


